
資料10  
住民の福祉活動（地域社会の支えあい）の展開イメージ図  

手譜 合   福祉以外への広がり   
防災活動、災害時要援助者避   

難支援、悪質商法被害予防、   
児童への犯罪防止‥‥  利用者もボランティ  

アもー緒に楽しいと  

きを過ごす。  

高齢者、知的障害  
者、精神障害者、  
子育て家庭  

必要に応じて  
○も 0  

Iel1 

窃仁］  

全国社会福祉協議会地域福祉部作成   



機能  
● 人間関係づくり（単なる見守りではない））  
● 緊急対応  
● 生活支援  
● 相談機能－→連絡調整  

● 見守りを望まない人への見守り  

小地域を単位として要援護者一人ひとりを対象とした、住民  

による見守りと援助の活動  

小地域ネットワーク K市の事例  

987社協（46．3％）で取  
り組み  

見守り対象88万人  
ボランティア36万人  

利用者のタイプ  
八元気だが閉じこもりがち、時々病  

気にかかるL 夫婦の場合は片方が  
病気がち【月1～2匝‡の訪問】  

B病気がち、身体が弱っている【週  
1～2回】  
C病気がちであると同時に種々の  
家事・介護等に支障を采たしてい  
る【週3回以上の訪問】  

ボランティア2－3人  定期訪問、声かけ訪問  

家事支援  
食事づ〈り、洗濯、掃除、買物  

介護支援  
散歩、通院付き添い、洗髪、清拭、爪切  

り、話相手  

／ト地域ネットワーク連絡  
会（訪問チームのボラン  
ティアが参加）  
訪問時の高齢者様子の報  
告、把握。活動状況の報  
告。  
必要な場合、他サービス  
との連携の検討。  
新たに支援を必要とする  
人の検討、ネットの組み  
方の検討  

10  
校区定例会議（班長、民生委員、地区  
社協役員、市社協職員、必要に応じて  
関係揺開専門職）  
月1回開催  
訪問記録提出、情報交換、ケース検討、  
今後の対応の検討  
必要に応じてサービス機関等につな  

順次、伝えていくシス  

テムだが、必要に応じ  

て直接、連絡する。専  

門機関に直接連絡す  

ることも   




